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昨年の東大駒場の後を受け、今年度の大会
は、9月14－16日にかけて、甲子園大学でお引
き受けすることになった。東大と比べれば、人
的資源も物的資源もはるかに小さい大学なの
で、どこに特徴を出すか腐心したが、結局学会
設立の原点に戻り、現象の解明に主たる興味を
持つ研究者（これをユーザーと呼ぶ）と、その
解析手法の開発に主たる興味を持つ研究者（こ
れをメーカーと呼ぶ）の間に架け橋をかけるこ
とを統一テーマに選んだ。
その具体的な企画として、ユーザーとメー

カーの公開ワークショップと、統計カウンセリ
ング、それに林知己夫先生の「データの科学」
の講演を柱に据えることにした。
まず公開ワークショップであるが、「因子分

析と構造方程式モデリング」「質的データの解
析」「実験データからの仮説評価」という３つの
分野について、それぞれの立場からの発表を
行った後、発表者間やフロアーとの質疑応答を
繰り広げる形式で進められた。統計カウンセリ
ングの方は、同じく３分野について、個室で個
人的な相談を受け付ける形で実施された。
この公開ワークショップを覗いた感想だが、

ユーザーとメーカーの議論がうまく噛み合わな
い原因がいくつかあるように感じた。まずユー
ザー側に関しては、彼らが使おうとする統計技
法の基本的なロジックを充分理解していないこ
と（アルゴリズムなど数理的側面ではなく）、彼
らが分析しようとしている現象のロジックにつ
いても、意外なことに十分理解していないこ
と、したがって、そこにどのようなモデルを想
定したらよいのかに思いが至らないこと、など
といった点に問題があるのではないかと感じ
た。またユーザー側に関しては、現実のデータ
がどれほど「きたないか」、どのように「きたな
いか」について経験に乏しいこと、出てきた
データに関心があるあまり、データを取るプロ
セスについて考慮する姿勢に欠けていること、
などの問題点があるのではと思った。

大会を終えて
 甲子園大学 木下冨雄

林先生の講演は、これらの問題点に一つの
解を与えてくれるのではないかと期待したのだ
が、残念なことに発表前日、先生が病に倒れら
れ中止になってしまった。急遽、ワークショッ
プの延長戦ないし番外編の形で集まりを持った
のだが、これが意外に大好評であった。という
のは、予めなんの打ち合わせもせずに討論を始
めたため、発言者の本音がぶつかり合って、白
熱の議論になったからである。ハプニングが生
んだ、思わぬ成果というべきであろうか。
今回の学会の企画でもう一つ好評だったの

は、京都大学霊長類研究所の松沢哲郎教授が発
表された、「チンパンジーの知性と文化」と題す
る講演である。この講演は学会員以外にも開放
したので市民の参加も多かったが、チンパン
ジーの行動の多様性に対する興味とともに、
「自分は外国でやっている研究はやらないこと
にしている」という松沢教授の姿勢に、共感を
覚えるという声が強かった。それにしても松沢
教授が、質問に答えて即興的に真似をしてみせ
たチンパンジーの鳴き声は迫力があった。
学会の運営で戸惑ったのは、いくつかハプ

ニングが発生したことである。まず一つは、ア
メリカのテロ事件の影響で、複数の会員が出席
不能になったことである。ことに双対尺度法の
セミナーをお願いしていたトロント大学の西里
静彦教授が、飛行機が飛ばなくなって来日不能
になったのには慌てた。西里先生以外にも、外
国出張から帰られなくなった方が２人あった。
林知己夫先生が、病気で突然お越しになれなく
なったのもハプニングであったが、こちらの方
は前述のように思わぬ成功を収めて、まさに
「怪我の功名」であった。
ともあれ、行き届かない運営で会員の皆さ

んにずいぶんご迷惑をお掛けしたと思うが、な
んとか３日間を無事過ごせたのは、ひとえに会
員の皆さんの暖かいご支援のたまものである。
この紙面を借りて、こころからの感謝の言葉を
捧げたい。
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平成13年度第2回理事会議事録

日時：平成13年 7月 9日（月）6:00pm～ 8:00pm
場所：統計数理研究所
出席者：岩坪，大隈，岡太，上笹，菊地，久保，杉
山，林，福井（大会事務局），前川，村上，柳原

１．平成１２年度決算案及び平成１３年度予算
案について
事務局より、平成１２年度決算案及び平成１３

年度予算案について報告があった。特に、シンポジ
ウム費用については、積極的に支出して欲しい旨、
要望があった。また、支出項目について、今後検討
していくこととなった。
２．第２９回大会について
大会事務局より、準備状況の報告があった。６／

１現在で一般発表が６４件程度になる見込みであ
り、８月下旬にプログラムを発送予定である。
Meulman先生の招待講演は、先生がご病気のため中
止となった。また、林知己夫先生の特別企画が追加
となった。大会参加者に、宝塚歌劇のチケットをプ
レゼントする企画を予定している。
３．第３０回大会について
大会担当理事より、現在開催校を検討中である

旨の報告があった。なお、第３１回大会の開催校と
しては、名古屋大学が候補にあがっている。
４．学会賞について
選考委員長より選考結果の報告があり、承認さ

れた。
５．名誉会員の推薦について
従来通りの方針で選定を行ったが、今回は候補

者をしぼり切れなかった旨報告があり、承認され
た。なお、規約などについて、今後も継続して検討
を行っていくこととなった。

６．各種委員会報告
・欧文誌編集委員会
副委員長より編集状況の報告があった。Vol.28,

No.2かVol.29, No.1に索引のまとめを掲載予定であ
る。
・和文誌編集委員会
委員長より編集状況の報告があった。

・運営委員会
副委員長より、新しい入会案内について説明が

あり承認された。また、シンポジウム等の経費の運
用方針について、現在よりも積極的に運用したい旨
の要望があり、承認された。また、次回の春の合宿
セミナーは成蹊大学の岩崎理事の主催となることが
報告された。
・事務局
日本感性工学会から依頼があった協賛について

説明があり、承認された。システム関連学会の連合
発足のための会合出席の要請については、継続審議
することとなった。また、会員の移動状況について
説明があり、承認された。
７．その他
次回の理事会は、大会中の９／１４開催の予定

である。

京極純一先生、文化功労者顕彰

本学会名誉会員の京極純一先生が、政治意識論・
日本政治論に優れた業績をあげられたことで、今年
度の文化功労者として選ばれ、11月5日に東京都港
区のホテルオークラで顕彰式が行われました。 学会
員一同、心よりお祝い申し上げます。

日本学術会議報告
２００１年１０月１８日

第４部会員
統計学研究連絡委員会 委員長

吉村 功
はじめに
学術会議では、総会が年に２回開かれます。その

際に、部会、連合部会、特別委員会などの会合も開
かれます。今年度のその２回目が１０月１５日から
１８日にかけて開かれました。一般的なことは、学
術会議のホームページに逐次掲載されていますの
で、興味のある方はそれを覗いて下さい。ここでは
特に統計学関連学会の会員の皆さんに特にお伝えし
た方がよいと感じたものを、統計学研究連絡委員会
の活動も絡めて、報告しておきます。
１．知的所有権
データベースの作成にたいして、どの程度の保

護と自由使用を認めるかが、国際的な議論となって
います。報告によりますと、1990年頃からの検討を
へて、欧州連合（EU）が、データベース作成の投資
者保護のために「独自の権利（sui generis right、スー
アイ・ジェネリス・ライトと発音するラテン語だそ
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統計学関連学会からの委員７人とからなっていま
す。後者の皆さんは、「統計科学」を今までどおり「分
科」として残すべきで、情報学の一部に組み込むと
いうことに反対、という主張をしていますが、前者
の皆さんはこれに肯定的でありません。現段階で、
独立した分科を要求するにはそれだけの説得性のあ
る理由が必要ですが、実際の「統計科学」の申請件
数、そこで達成された成果が、説得性を持つだけの
内容になっていないからです。「統計科学」の学問と
しての威力がそれほどでないことの反映ではないで
しょうか。この点については、枠内に安住する統計
科学ではなく、他分野から一目おかれる「統計科学」
を目指していただきたいと思います。

うです。）」を与える制度を導入するという政策判断
をしました。独自の権利というのは、著作権よりゆ
るい条件、つまり、著作権ではそのデータベースに
創作性があったときのみ権利が保護されるのにたい
し、創作性がなくても著作権並みの保護を与えよう
ということです。たとえば、ごく平凡な索引・検索
のデータベースなどを公的資金で作ったときがこれ
に該当します。
これについて学術会議は、「データベースに関し

て提案されている独自の権利（sui generis right）に
ついての見解」という声明を採択しました。このよ
うな権利は、学術研究におけるデータベースの自由
な利用を脅かすものであるから反対である、という
ことです。投資に対する保護はいままで通り、著作
権の範囲で行える、という主張です。
データベースについては製作者と利用者の両面

を持っている統計家にとって、データベースがどの
程度商品化されるべきか、大きな問題だと思いま
す。現実の法制度を間違いなく確かめた上で、ルー
ルをどのように定めるか議論して下さい。
２．日本の計画
日本が国際的に２１世紀の学術をリードするに

は、日本の計画（英語では「Japan perspective」であ
りながら、日本語の表題は「日本の計画」）を、世界
に発信すべきである、ということで精力的な作文が
進められています。
ヒューマンセキュリティの再構築、循環型社会、

価値観の転換とライフスタイル、ジェンダー問題の
多角的検討、生命科学の全体像と生命倫理、情報技
術と経済・社会、教育体系の再構築、という７課題
が焦点になっています。
１年後には大きな文書が採択されるでしょう。

いずれも難しい問題であり、１年のパートタイム的
作業で解決の方向が出るとは思えませんが、日本を
リードしている方々がどのように考えているか、と
いうことは表面化すると思います。乞うご期待。
３．科研費の分科・細目・キーワード
平成１５年度（来年秋の申請）の科研費補助金の

分類が大幅に変わりそうです。科研費は、「系・部・
分科・細目」という枝葉構造で整理されていますが、
系を、「総合・新領域系」「人文社会系」「理工系」「生
物系」に分け、今まで「複合領域」の分科だった「統
計科学」が、「総合・新領域系」の分科「情報学」の
一つの細目になりそうです。（「経済統計学」は人文
社会系の第３部、「数学一般」は理工系の第４部で
す。）なりそうです、という言い方をするのは、イニ
シヤチブが文部科学省にあって、学術会議は意見を
自発的に述べるという立場にしかないためです。
これについて統計学研連は、メイルを通して議

論をしました。統計学研連は、学術会議会員７人と、

功績賞を受賞して
西里 静彦

この度は功績賞をいただき大変有難うございま
した。関西学院大学に客員教授で来ていた時に、岡
太彬訓先生から受賞のしらせが入りました。昨年６
月末トロント大学を停年退職して以来、仕事をして
いても以前とは違い、釈然としない半人前の様な毎
日でしたが、岡太先生がその様な気持を瞬時に一掃
してくれました。それは全く予想すらしていなかっ
たことで、その時は先ずそれが身に余る栄誉で皆様
に申訳ないという思いが先立ちました。暫らくして
皆様の御厚意に対する感謝の気持と幸運に大きな喜
びを感じました。半人前ではなくまだ皆様と一緒に
仕事が出来るかも知れないという感じは私にとって
大きな救いでした。
功績賞は私には縁がないものと考えておりまし

た。それなのに、・・・ということで岡太先生にはす
ぐ学会に出席させていただくむね伝え、足立浩平先
生から学会に関する情報をいただきました。９月の
新学期に最初の講義を休むという事情も今はなく出
席を楽しみにしていました。
９月11日朝、訪日のためトロントの自宅で空港

へのタクシーを待っていた時、ニューヨーク、ワシ
ントンのテロによる爆破を知りました。トロントの
空港もアメリカ行の多数の飛行機が廻送されて来て
封鎖、結局訪日は不可能になり永年の知己馬場康維
先生に代行をお願いしました。
この事件が世界各国での日常の生活にこれ程大

きな影響を与えるとは夢想だにしておりませんでし
た。こつこつと時間を積み重ねて仕事をする私達の

学会賞を受賞して
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優秀賞を受賞して
岡山商科大学商学部

佐井 至道
日本行動計量学会第２９回大会の数週間前に学

会賞選考委員長の岡太彬訓先生から優秀賞受賞のご
連絡を電話で頂き、まったく予期せぬことに驚きま
した。その後、本学会のホームページでこれまでの
受賞者のお名前を拝見し、改めてこの賞の重みを感
じました。
ここ数年個票データの開示に関する研究が国内

でも盛んに行われています。この分野は他の先進国
に比べて国内での研究が立ち遅れていましたが、科
学研究費の重点領域（現在の特定領域）のテーマと
なって以来、急速に研究が進みました。私も個票
データ開示のリスク評価の研究をここ５年ほど続け
ておりますが、その研究のベースになっているのが
千葉大学と大学院修士課程時代に浅井晃先生、田栗
正章先生から教わったサンプリング論の立場からの
考え方です。国内の他の大学ではほとんど勉強する
機会のないこの分野の知識を身につけたことは、私
のような秀でた能力のない者にとっては貴重な財産
となりました。
その後岡山商科大学に勤務しながら岡山大学大

学院博士課程で脇本和昌先生の下で勉強する機会を
得ました。脇本先生は１９９３年に突然他界されて
しまいましたが、その後も同じ大学院の田中豊先生
や垂水共之先生など多くの先生方にサポートをして
頂きました。
行動計量学に３本の論文を掲載して頂いたのは

ちょうどこの頃で、今振り返ってみれば私の研究に
とって最も苦しかった時期ではなかったかと思いま

奨励賞を受賞して
東京大学大学院総合文化研究科　博士課程

星野 崇宏
今回は数年後にいただければと目標にしていた

学会奨励賞に選んで頂き、大変感激しております。
私は学部時代に教育心理を専攻していたためか、行
動科学においては様々な要因が交絡するために、工
学分野・農業分野で発展してきた既存の手法での統
計解析は難しいのではと感じて来ました。そのよう
な状況を局外要因の積分消去という方法で扱える、
ベイズ的手法や周辺最尤法による解析法の発展がさ
らに必要であると考え、特にこれらの手法が有効で
ある潜在変量モデルなどにおける多群解析やメタ分
析モデル、項目反応理論などの研究を進めていま
す。まだまだ稚拙ではありますが、日々楽しく一貫
した研究テーマに取り組むことができるのも、現在
の素晴らしい研究環境を与えて下さっている繁桝算
男先生のご指導のお蔭であると感謝しております。
今回の受賞を光栄であると感じると共に、さらに研
鑚を積むようにとの諸先生方からのお声であると思
い、襟を正して今後の勉学・研究に励みたいと思い
ます。ありがとうございました。

生活のペースに対し、一瞬にして世界を変えてしま
うテロ行為は余りにも対照的です。ゆっくりであっ
ても時間をかけて仕事をまとめるからこそ、当人に
とっては仕事の価値があるのであろうと思います。
速く仕事の出来ない者が時たま小さな発見に胸をと
きめかすという生活が学界では可能であり、ダニの
様に一所懸命しがみついていて生活して行くことが
許される世界が学界かも知れません。私事になり恐
縮ですが、停年退職の折自分へのプレゼントとして
Fortran95を 1200ドルで買いました。然し未だそれ
を使いこなせず相変わらずFortran77に頼っていま
す。この様な凡才中の凡人の生活に花をそえて下
さった行動計量学会の皆様に、この場をかり心から
御礼申上げます。御会を通じ沢山の良い知己を得た
ことは私にとり至上の幸せです。有難うございまし
た。この先も何卒御指導の程お願い申上げます。

す。テーマが古典的なサンプリング法に関するもの
だったため、他の研究者と十分な議論を交わせない
まま投稿しなければなりませんでしたが、幸いにも
査読者の方からは暖かくかつ教育的なコメントを頂
き、何とか掲載にこぎ着けることができたと感謝し
ております。
前述しましたように現在私は個票データに関す

る研究を続けていますが、竹村彰通先生、加納悟先
生、渋谷政昭先生を初めとして、同じ研究グループ
の多くの先生と議論を重ねることができる非常に恵
まれた環境の中におります。受賞を励みとして、こ
の分野の研究を更に続けるとともに、これからは日
本行動計量学会へも何かの形で貢献をしなければと
考えております。
受賞のお礼を申し上げるとともに、本学会の一

層の発展をお祈り致します。
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2001年度
春の合宿セミナーのお知らせ
（第2号通信：登録受け付け）

成蹊大学工学部　岩崎 学
今年度で第5回目となる日本行動計量学会・春の

合宿セミナーを下記の要領で開催します。今回のセ
ミナーは、グループリーダーを中心に、テーマを決
めた学習、討論を主体に実施します。常々疑問に
思っている事柄の解明、あるいは新しい分野の開拓
のための絶好の機会ですのでぜひご参加ください。
宿泊しての参加を原則としますが、通いでも構

いません（研修所はきれいで清潔。宿泊は個室で
す）。なお、参加登録は先着順とし、12月中は行動
計量学会員のみ優先的に登録します（非会員の方も
早めにお申し込み下さい。2002年1月以降に申し込
み順に登録します）。
なお、行動計量学会非会員であっても申し込み

時に入会の意思を表明された方は会員扱いとし、優
先的な受付を会員価格の参加費で行ないますので、
この機会に学会への入会をご検討ください。

記

日　時：
2002年 3月 21日（木、祝日）13:30～
3月 22日（金）17:00（1泊 2日）

会　場：安田生命アカデミア
（東京都府中市日鋼町1-40）
TEL: 0423-51-8311, FAX: 0423-51-8316
JR武蔵野線北府中駅より徒歩10分、京王線府中
駅より徒歩20分

参加費：当日ご持参下さい。
1泊2日3食（1日目の夕食、2日目の朝食、昼食）：
会員：15,000円、非会員：20,000円、
学生：12,000円

宿泊なし・2日目の昼食：
会員： 8,000円、非会員：12,000円、
学生： 5,000円

テーマ：「交流」しましょう
定　員：宿泊人数制限50名（宿泊なしも可）
申込方法：
次の情報と共に岩崎まで郵送、FAX、E-mailでお
申し込み下さい（電話不可）。
氏名、所属（住所、電話番号、E-mail）、会員・非
会員・学生（含：大学院生）の別、宿泊の有無、
小グループの希望（グループリーダー名あるい
はキーワードにより第1、第2、第3希望まで）

申込締切：宿泊は定員になり次第締切

申込先：
〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
成蹊大学工学部　経営・情報工学科
岩崎　学
FAX: 0422-37-3871,  E-mail: iwasaki@is.seikei.ac.jp

プログラム（予定）
3月21日（木）
13:30：開会の挨拶および事務連絡
13:40 - 16:00：基調講演と討論
岩崎　学（成蹊大）
「処置前－処置後データと平均への回帰」
岡太彬訓（立教大）
「実践MDSとクラスター分析」
狩野　裕（大阪大）
「反復測定データの分析」
繁桝算男（東京大）
「因果関係の分析」
村上　隆（名古屋大）
「質問紙による心理尺度構成の概念と方法」

16:00 - 17:30：各グループ別の学習・討論
18:00 - ？：夕食、懇親会、学習・討論の続き・・・

3月22日（金）
09:00 - 12:00：各グループ別の学習・討論
12:00 - 13:00：昼食
13:00 - 14:00：成果発表の準備
14:00 - 17:00：学習・討論の成果発表、飛び入り
講演、その他のイベント・・・

17:00：解散

小グループリーダーとテーマ
繁桝算男（東京大）：
因果関係の分析

（キーワード：因果関係）
因果関係を分析する方法について、実験的方法、

準実験の方法、相関的方法について、その特徴と留
意点について考える。具体的には、因果関係とは、二
つの実験条件における結果の差として定義し、その
定義から、実験的方法において、その差を推定する
無作為化の方法、準実験において、実験前に存在す
る共変数の差の調整の方法、さらに、この因果関係
の分析を相関関係にまで拡張し、それを分析する方
法を提案する。
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村上　隆（名古屋大）：
質問紙による心理尺度構成の概念と方法

（キーワード：尺度構成）
複数の質問項目に対する反応を合成して尺度を

構成する方法について、測定の信頼性と妥当性の概
念と、多変量解析、特に「因子分析」と数量化Ⅲ類
の使用について。とりわけ、実際の研究の実例につ
いて、実際的・実践的に議論する。

岡太彬訓（立教大）：
実践MDSとクラスター分析

（キーワード：MDS）
Windows版に改訂したMDSとクラスター分析の

プログラム（現在は、共立出版よりMS-DOS版を販
売中）を使って、MDSやクラスター分析の利用方法
と留意点を考える。参加者各自で分析するための
データを持参することができれば好都合である。

狩野　裕（大阪大）：
反復測定データの分析

（キーワード：反復測定）
反復測定データは、行動計量学のみならず多く

の場面で現れる。ここでは、分散分析（ANOVA）と
球状検定、多変量分散分析（MANOVA）、構造方程
式モデル（SEM）、混合モデル（mixed model）等に
よる解析法ならびにそれらの相互の関係を議論す
る。

岩崎　学（成蹊大）：
「処置前－処置後」データの解析と平均への
回帰

（キーワード：処置前後）
「処置前－処置後」データ（pretest-posttest data,
test-retest data）は、教育関係では講義前のテストと
講義後のテストにより学生の理解度を調べる、ある
いは新薬開発の臨床試験では薬剤投与前と投与後の
計測値の比較により薬剤の効果を調べる、などのよ
うに日常のデータ解析で多くみられる。この種の
データ解析では「平均への回帰」（regression towards
the mean）の現象が不可避的に生じ、データの解釈
には注意が必要である。ここではそのあたりの事情
を詳しく調べる。

照会先：
〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
成蹊大学工学部　経営・情報工学科
岩崎　学
FAX: 0422-37-3871,  E-mail: iwasaki@is.seikei.ac.jp

研究部会募集

日本行動計量学会では、研究活動の活性化をは
かるため、毎年小グループ研究会に対して活動経費
の助成を行って参りました。平成14年度より、小グ
ループ研究会を発展させ、研究部会を設け、活動経
費の助成を行い、研究活動の一層の活性化をはかる
ことといたしました。研究部会には、一定地域での
研究推進活動や研究普及活動を主な目的とする地域
部会、および、オリジナリティーに富んだ研究成果
を挙げることを目的とする研究グループがありま
す。活動経費は、地域部会については1部会上限5
万円程度、研究グループは1部会5万円（採択件数
は優れた研究計画若干）です。地域部会については、
都心部から東京近郊までを主たる活動地域とする部
会を考えておりません。平成14年度の研究部会の募
集を下記要領で行います。なお、採否の審査結果は、
4月初旬にお知らせする予定です。

応募要領：
・提出書類
(1) 地域部会：研究部会名、代表者、参加予定者
（会員、非会員別）、助成希望金額、活動予定（こ
の順序でA4判用紙を使用して書くこと）
(2) 研究グループ：研究部会名、代表者、参加予
定者（会員、非会員別）、研究計画、活動予定（こ
の順序でA4判用紙を使用して書くこと）

・応募締切：平成14年 1月 20日（日）必着
・郵送先：〒173-8605東京都板橋区加賀2-11-1
帝京大学医学部衛生学公衆衛生学教室
日本行動計量学会運営委員会委員長
山岡和枝

・問い合わせ先：山岡（tel: 03-3964-1211内線2178）
またはe-mail: kazue@med.teikyo-u.ac.jp）
までお願いします。

なお、研究部会に関する規約は以下の通りです。

１．研究部会の種類
研究部会の種類を次の2種類とする
1.1 地域部会
1.2 研究グループ

２．研究部会の活動内容
2.1 地域部会
(1) 一定の地域での研究推進活動や研究普及活動を主
な目的とし，以下の条件に適うこと．
・年間4回以上の会合を計画している．
・各回10人以上の参加が見込まれる．
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2.2 研究グループ
(1) オリジナリティーに富んだ研究成果を挙げる計画
を有する．

３．研究部会の活動期間
3.1 地域部会
(1) 4年とする．
3.2 研究グループ
(1) 2年とする．

４．研究部会の活動上の義務
4.1 地域部会
(1) 年間4回以上の会合を開催（各回10人以上の参
加が望ましい）する．
(2) その地域での，行動計量シンポジウム（1回以上
／2年度）での発表（運営委員会が協力する）を行
う．
(3) 毎年度末に活動報告（会報用[800-900字]）を運
営委員会へ提出し，併せて，次年度も活動するかど
うかを申し出る．
(4) 採択後，速やかにホームページを立ち上げる．
(5) 4年目の年度末（次年度活動をする旨の申告をし
なかった場合は，その年度末）に，(3) の報告ととも
に活動報告（「行動計量学」用[3,000-4,000字]）を運
営委員会へ提出する．
4.2 研究グループ
(1) 採択後2年以内に，大会における特別セッション
において，または，行動計量シンポジウム（運営委
員会が協力する）において，研究成果を発表する．
(2) 毎年度末に活動報告（会報用[800-900字]）を運
営委員会へ提出し，併せて，次年度も活動するかど
うかを申し出る．
(3) 採択後，速やかにホームページを立ち上げる．
(4) 2年目の年度末（次年度活動をする旨の申告をし
なかった場合は，その年度末）に，(2)の報告ととも
に活動報告（「行動計量学」用[3,000-4,000字]）を運
営委員会へ提出する．

５．研究部会の構成
5.1 地域部会
(1) 代表者1名（会員）をおく．
(2) 一定の地域に勤務または在住する10名以上を主
たる構成員とし，構成員の過半数は会員であるこ
と．
5.2 研究グループ
(1) 代表者1名（会員）をおく．
(2) 6名以上の構成員を有し，その過半数は会員であ
ること．
なお，地域部会，研究グループを問わず，同一人が
複数の研究部会の代表者になることはできない．た

だし，同一人が複数の研究部会の構成員となること
は妨げない．

６．研究部会の活動経費と会計報告
6.1 地域部会
(1) 採択された研究部会に対し，学会予算より年度毎
に所定額の補助金を給付する．
(2) 補助金は，地域部会においては研究推進活動や研
究普及活動に直接必要な経費に充当する．
(3) 代表者は，毎年度末に領収証を添付した会計報告
を運営委員会宛に提出しなければならない．
6.2 研究グループ
(1) 採択された研究部会に対し，学会予算より年度毎
に所定額の補助金を給付する．
(2) 補助金は，研究活動に直接必要な経費に充当す
る．
(3) 代表者は，毎年度末に領収証を添付した会計報告
を運営委員会宛に提出しなければならない

７．研究部会の継続
7.1 地域部会
(1) 4年（1期）経過後には，同一名称で研究部会の
継続を申請することができる．ただし，代表者は，2
期連続してその任にあたることができない．
7.2 研究グループ
(1) 2年（1期）経過後（延長を申請しなかった場合
は1年経過後）には，同一名称で研究部会の継続を
申請することはできない．
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日本行動計量学会主催

第29回大会
チュートリアルセミナー報告

チュートリアルセミナー担当
運営委員長　山岡和枝

平成13年9月13日（木）の午後に、甲子園大学
において第29回大会チュートリアルセミナーを開
催しました。今回のテーマは「ロジスティック回帰
分析－SAS/SPSS/S-PLUSを利用した統計解析の実
際－」（講師：丹後俊郎、山岡和枝）でした。実際に
ロジスティックモデルを利用した解析ができるよう
になることを目指し、ロジスティックモデルに関す
る理論を前半の2時間で、パソコンを用いたSAS、
SPSS、S-PLUSのいずれかのソフトを利用した実際
の解析を後半2時間で行いました。参加者は計43名
でした。講習を行うにあたり、ソフトを各社のご厚
意で実習用にインストールさせていただきました。
この場を借りて、SAS インスティチュートジャパ
ン、エス・ピー・エスエス株式会社、株式会社数理
システムの各社に心より御礼申し上げます。また、
事前のインストールなど、大会事務局の福井先生を
はじめ多くの方々にお世話になりました。皆様、あ
りがとうございました。

訃報

関西大学社会学部名誉教授辻岡美延先生が、9月
18日に肺ガンのためご逝去されました。享年75歳
でした。謹んで哀悼の意を表します。

第70回行動計量学会
シンポジウム報告

松本正生（埼玉大学）
去る１０月２０日（土）の１３時～１７時にかけ

て、第７０回行動計量シンポジウムを、「電話世論調
査：ＲＤＤ法の検証」と題して、統計数理研究所講
堂で開催しました。
世論調査の方法は、ここのところ、電話によるＲ

ＤＤ調査へと収斂してきました。そのこと自体は、
是非を差し挟む余地のないところですが、そもそ
も、ＲＤＤとは、どのように調査の企画（プログラ
ミング）がなされ、どのようなやり方で実査がおこ
なわれ、結果についてどのような集計や修正がなさ
れているのかといった、基本的な事柄にかんして存
外知られていないことが多いように思われます。
今回のシンポジウムは、ＲＤＤ調査の方法や、

データの特性について、具体的な資料に基づき、
じっくりと吟味・検証することを目的に開催されま
した。
報告は、朝日新聞社世論調査室副室長の斉藤博

美氏、ＮＨＫ放送文化研究所主任研究員の小寺敏雄
氏、統計数理研究所助教授の土屋隆裕氏という、実
務家・研究者のプロにお願いしました。お三人から
は、それぞれ、あらかじめご用意くださった自社の
資料やお手持ちのデータにそって、客観的かつ詳細
にわたる報告を頂戴することができました。
くわえて、当日は、非会員６０名を含めて、総数

９０名の方々の参加を得ることができました。報告
の終了後には、マスコミ関係者、調査関係者、そし
て研究者といったプロの聞き手の方たちとの質疑応
答が繰り広げられ、盛況のうちにも緊張感のある時
間が展開されました。
お忙しい中、貴重なデータの提供だけでなく、入

念なレジュメを作成してくださった報告者の方々を
はじめとして、準備作業や当日の手配などに時間を
割いてくださった方々に深く感謝する次第です。
なお、シンポジウムの報告内容等の概要は別途、

和文誌「行動計量学」にて報告致します。
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＜シンポジウム・講演会等＞
☆ 日本認知科学会　冬のシンポジウム（2001年度）
日　時：2001年 12月 8日（土）10:00～ 17:00
会　場：東京大学（駒場キャンパス）
（京王井の頭線駒場東大前駅下車）

テーマ：「家の中の認知科学」
照会先：野島久雄（NTT生活環境研究所）
E-mail: nojima@aecl.ntt.co.jp
URL: http://www.nozy.org/athome/
学会Webpage: http://www.jcss.gr.jp/

☆ 2002年情報学シンポジウム「情報社会のセマン
ティクス－XMLとSemantic Web、電子政府へ
の展望、ロボットとの共生－」
日　時：2002年 1月 17日（木）, 18日（金）
会　場：日本学術会議講堂（東京都港区乃木坂）
内　容：特別講演、招待講演等。

招待講演タイトルの一部
「データベースの観点から見たXML の研究」
「Webマイニング」他

照会先：（社）情報処理学会 シンポジウム係
〒108-0023 東京都港区芝浦3-16-20
芝浦前川ビル7F
E-mail: sig@ipsj.or.jp
Tel: 03-5484-3535, Fax: 03-5484-3534
URL: http://www.ipsj.or.jp/cgi-bin/event.cgi
会議の概要については下記も参照。
http://research.nii.ac.jp/sigfi/#symposium

☆ 電子情報通信学会　ニューロコンピューティング
研究会
オーガナイズドセッション　「コネクショニストモデ
ルと認知科学」

チュートリアルセッション　「ベイズ学習の基礎から
応用」

日　時：2002年 1月 28日（月）, 29日（火）
会　場：北海道大学　学術交流会館
札幌市北区北8条西5丁目
照会先：石井　信（奈良先端科学技術大学院大学）
E-mail: ishii@is.aist-nara.ac.jp
Fax: 0743-72-5989
http://www.ieice.org/iss/nc/jpn/index.html

関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです（学会を通して広報依頼があったものばか
りではありません）。紙幅の関係で、各催事について
ほぼ共通の最低限の情報しか掲載しておりません。
参加要領はそれぞれ異なり、ここに記載がなくても
参加費や参加予約が必要な場合があります。
プログラムや参加方法については、必ず各催事

末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。照会先は
会場となる機関とは別の場合も多いのでご注意下さ
い。

＜学会大会等＞
☆ 日本分類学会第18回研究報告会
会　期：2001年 12月 22日（土）
会　場：統計数理研究所
内　容：下記の特別講演・応用ソフト紹介の他、一般
研究発表。
特別講演「シンボリック・データ解析」（東京電機
大学理工学部　市野　学）、ソフト紹介「ＳＯＤＡ
Ｓ： Symbolic Official Data Analysis」（統計数理研
究所　清水信夫）

照会先：日本分類学会　事務局
〒106-8569  東京都港区南麻布4-6-7統計数理研究
所気付
Fax: 03-5421-8796
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcs/

☆ 第24回ＰＯＳ医療学会大会
会　期：2002年 3月 23日（土）, 24日（日）
会　場：川崎医療福祉大学　大会議室・アリーナ
照会先：POS医療学会大会事務局
〒701-0193　倉敷市松島288
川崎医療福祉大学　8207実験室
Fax: 086-464-5207
E-mail: jpos-24@mw.kawasaki-m.ac.jp

☆ 日本発達心理学会　第13回研究報告会
会　期：2002年 3月 27日（水）～29日（金）
会　場：早稲田大学所沢キャンパス
（埼玉県所沢市三ヶ島）

照会先：大会準備委員会事務局
〒359-1192　埼玉県所沢市三ケ島2-579-15
早稲田大学人間科学部　青柳研究室内
学会Webpage: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsdp/
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☆「高次元データ解析の研究」
研究分担者：藤越康祝（広島大）、若木宏文（広島大）
日　時：2002年 1月 10日（木）, 11日（金）
会　場：広島大学理学部
内容・目的：コンピュータが発展し、高次元の膨大な
データが扱えるようになった結果、膨大なデータ
から情報を取り出す方法、複雑な構造を持った大
量データの扱い、あるいは、高次元の枠組みでの
漸近近似の導出等、高次元データに関連した研究
が盛んになってきている。高次元データに関連し
た解析手法の提案や改良、評価、応用など様々な
話題を提供してもらいたい。

発表申込み期限：12月 7日（金）
照会・申込み先：広島大学大学院理学研究科
数学教室　若木　宏文
〒739-8526　東広島市鏡山1-3-1
Tel & Fax: 0824-24-7359
E-mail: wakaki@math.sci.hiroshima-u.ac.jp

＜国際会議（国内開催分）＞
☆ 国際シンポジウム "New Trends in Optimization
and Computational Algorithms" (NTOC2001)
日　時：2001年 12月 9日（日）～13日（木）
会　場：京大会館　（京都大学そば）
主　催：統計数理研究所
トピック：統計科学、データマイニングやシステム科
学の基礎となる最適化手法や種々の計算アルゴリ
ズムおよびその応用

照会先：NTOC2001組織委員長
統計数理研究所　土谷　隆
〒106-8569　東京都港区南麻布4-6-7
E-Mail: tsuchiya@sun312.ism.ac.jp
Tel: 03-5421-8758
Fax: 03-5421-8750
URL: http://www.ism.ac.jp/NTOC/

☆ 国際会議 "The 3rd International Symposium on
Frontiers of Time Series Modeling (FTSM-3):
Modeling Seasonality and Periodicity"
日　時：2002年 1月 31日（木）～2月1日（金）
会　場：SGIホール
（東京 恵比寿ガーデンプレイスタワー）

主　催：統計数理研究所
照会先：FTSM-3 Symposium chair
統計数理研究所　川崎能典
〒106-8569　東京都港区南麻布4-6-7
E-Mail : kawasaki@ism.ac.jp
Tel: 03-5421-8747
Fax: 03-5421-8749
URL: http://www.ism.ac.jp/̃kawasaki/ftsm3/

＜科研費研究集会＞
平成13年度の科学研究費シンポジウム計画一覧

（統計関係と確率論関係）は、下記の日本数学会統計
分科会のホームページで参照することができます。

http://www.math.s.chiba-u.ac.jp/mathstat/
この中から、開催概要が確定しており、特に本学会
会員各位に関係の深そうなものを選んでご紹介しま
す。発表申込期限が12月中のものは、申し込み期限
なども示します。聴講参加の可否・参加要領等は必
ず照会先にお問い合わせ下さい。

●基盤研究（A）（1）「非正則推測理論と情報量の概
念に関する研究」（研究代表者：赤平昌文（筑波
大学））による研究集会

☆「統計推測の理論とその応用 － 幾何学的方法と
特異モデル」
研究分担者：栗木 哲（統数研）、福水健次（統数研）、
萩原克幸（三重大）、下平英寿（統数研）

日　時：2002年 1月 21日（月）～23日（水）
会　場：統計数理研究所
内容・目的：統計推測の理論と実際に関する話題のな
かで、主として幾何学的な視点に立った話題、あ
るいは特異モデルに関連する講演を広く募集。（こ
こで言う特異モデルとは、ミクスチャーモデル、
ARMAモデル、変化点問題、多重比較・多重検定、
共分散構造モデル、不等式制約モデル、進化系統
樹モデル、縮小ランク回帰モデル、ニューラルネッ
トワークなど、識別性を必ずしも持たない、ある
いは母数空間の制約などの特異性を持つモデルの
総称）

発表申込み期限：12月 14日（金）
照会・申込み先：統計数理研究所　栗木哲
〒106-8569　東京都港区南麻布4-6-7
E-mail: kuriki@ism.ac.jp
Tel: 03-5421-8725 or 03-3446-1501（代表）
URL: http://www.ism.ac.jp/̃kuriki/kaken.html

●基盤研究（A）（1）「統計学における理論と応用の
総合的研究」（研究代表者：杉山高一（中央大学））
による研究集会

☆「マルコフ連鎖モンテカルロ法の応用研究」
研究分担者：和合　肇（名古屋大学）
日　時：2001年 12月 15日（土）
会　場：東京大学経済学部7階第一共同研究室
（東京都文京区本郷7-3-1）

照会先： 和合　肇
名古屋大学大学院経済学研究科
〒464-8601 名古屋市千種区不老町
Tel: 052-789-2378
E-mail: wago@ism.ac.jp
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☆ 東京工業大学大学院　情報理工学研究科
公募人員：講師または助教授1名
所　属　：情報理工学研究科　数理・計算科学専攻
募集分野：統計学または数理計画・最適化分野
採用時期：決定後なるべく早い時期
応募期限：2001年 12月 28日（当日消印有効）
照会先：東京工業大学大学院 情報理工学研究科数理・
計算科学専攻
〒152-8552 東京都目黒区大岡山 2-12-1
（http://www.is.titech.ac.jp）
教授 間瀬茂 Tel & Fax: 03-5734-3877
E-mail: mase@is.titech.ac.jp

教授 小島政和 Tel & Fax: 03-5734-3201
E-mail: kojima@is.titech.ac.jp

教授 高橋幸雄 Tel & Fax: 03-5734-3203
E-mail: yukio@is.titech.ac.jp

☆ 名古屋商科大学
公募人員：「心理学」専任教員若干名
担当予定科目名：青年心理、社会心理、人間関係の心
理、心理学入門

採用時期：2002年 4月 1日
応募期限：2001年 12月 31日
照会先：〒470-0193愛知県日進市米野木町三ヶ峯4-4
名古屋商科大学教学部門
教学部門長 丹羽　幹太
Tel: 05617-3-2111, Fax: 05617-3-1202
E-mail: niwa@nucba.ac.jp
URL: http://www.nucba.ac.jp/

公募・求人情報

時期的にたくさんの公募が出ています。今回は
個別諸分野の公募の紹介を避け、計量的手法や統計
学と関係が深い公募を中心に紹介します。
なお、従来から本コーナーでも参照していた国

立情報学研究所の「研究者公募情報提供事業」
（NACSIS-CIS）は、2001年10月1日から、科学技術
振興事業団（JST、http://www.jst.go.jp/を参照）が運
用する「研究者人材データベースシステム
（JRECIN）」に移管されました。URLは下記の通り
です。ご活用をお勧めします。

http://jrecin.jst.go.jp/
JRECINのキーワード検索でヒットした公募等の

件数（11月上旬の数字）は、「行動」で5件、「計量」
で0件、「測定」で6件、「統計」で13件、「数理」で
15件、「社会学」で14件、「社会調査」で4件、「心
理学」で23件、「認知」で12件、「マーケティング」
で3件、「看護学」で51件、「保健学」で7件、「公
衆衛生」で7件、などでした。
以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、公募情報の詳細については、公募
元にご確認下さい。
ただし、以下には上記JRECINに含まれていない

公募情報も掲載されている場合があります。

☆ 統計数理研究所
公募人員：文部科学教官　助手 1名
所属：領域統計研究系　自然科学領域研究部門
研究分野等：生物統計学
採用予定時期：2002年 4月 1日以降の早い時期
任期：６年（再任可。ただし任期は４年、１回限り。）
応募期限：2001年 12月 17日
照会先：〒106-8569　東京都港区南麻布4-6-7　統計数
理研究所　管理部庶務課人事係
Tel: 03-5421-8707, Fax: 03-3443-3552
研究所ホームページhttp://www.ism.ac.jp/

☆ 東京都立大学経済学部
公募人員：教授または助教授　若干名
募集分野：経営学（経営戦略論、マーケティング管理
論等の領域）

着任時期：2003年 4月 1日
応募期限：2001年 12月 18日（当日消印有効）
照会先：〒192-0397　東京都八王子市南大沢1-1
東京都立大学経済学部　桑田耕太郎
Tel: 0426-77-2328
E-mail: kkuwada@bcomp.metro-u.ac.jp

会員の著書等

☆ 林　知己夫「データの科学」（シリーズ〈データ
の科学〉1）朝倉書店，2001年．

☆ 羽生和紀・岸野洋久「複雑現象を量る－紙リサイ
クル社会の調査－」（シリーズ〈データの科学〉3）
朝倉書店，2001年．

☆ 吉野諒三「心を測る－個と集団の意識の科学－」
（シリーズ〈データの科学〉4）朝倉書店，2001年．
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編集後記
今号の編集後記は、まずは大会での公約通り前

田さんからです。
くじ運にめぐまれ、29回大会後に宝塚の歌劇を

観ることができました。フルバンドの迫力の生演奏
に乗せて歌あり踊りありの大メロドラマも、たまに
はダジャレで笑いを誘う、フィナーレでは主役級が
入れ替わり立ち替わりのソロ、さらには多人数の団
員による圧巻のラインダンス。正味３時間たっぷり
堪能しました。観劇に感激、そして木下先生のご配
慮に感謝。
個人的には３日間の大会－本当はこちらがメイ

ンのはずでした－のほうでも、楽しく刺激的な時間
を過ごしました。どうです、今年参加しなかった会
員の皆さん、来年こそは知り合いも誘って大会に参
加しませんか。もちろん自分の発表申込みカードを
書くのをお忘れにならないように ...。（前田）
ところで、今年度も恒例の春の合宿セミナーが

開催されます。特に、若手の研究者の皆様のご参加
をお待ちしております。もし、周りの非会員の方で、
興味がお有りの方がいらっしゃいましたら、お誘い
もお忘れなく。また、今号には、お忙しいところを、
第29回大会実行委員長の木下先生より巻頭言をい
ただきました。ありがとうございました。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒153-8501東京都目黒区駒場2-19-23
大学入試センター研究開発部
菊地賢一 kikuchi@rd.dnc.ac.jp
TEL：03-5478-1273
FAX：03-5478-1297

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
〒226-0015 横浜市緑区三保町32
東洋英和女学院大学　人間科学部
林　文
TEL: 045-922-5511（代表）

045-922-7264（研究室直通）
FAX: 045-922-6642（共用）
e-mail: fumih@toyoeiwa.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒565-0871 吹田市山田丘1-2
大阪大学人間科学部
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
狩野　裕

日本行動計量学会会員数
（2001年10月11日現在）
正会員 1031名
準会員 82名
名誉会員 6名
賛助会員 18社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html


